
栃谷川・久美谷川水系流域治水プロジェクト

【参考資料】



氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策事例
＜水源林造成事業による森林の整備・保全＞

国立研究開発法人 森林研究・整備機構 森林整備センター 近畿北陸整備局
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⚫ 水源林造成事業は、奥地水源地域の民有保安林のうち、所有者の自助努力等によっては適正な整備が見込めない箇
所において、針広混交林等の森林を整備することにより、森林の有する公益的機能の高度発揮を図る事業です。

⚫ 水源林造成事業地において除間伐等の森林整備を計画的に実施することで、樹木の成長や下層植生の繁茂を促し、
森林土壌等の保水力の強化や土砂流出量の抑制を図り、流域治水を強化促進します。

⚫ 丹後管内流域における水源林造成事業地は、約109箇所（森林面積約4,505ha）であり、流域治水に資する除間伐等
の森林整備を計画的に実施していきます。

兵庫県

福井県

N

一級河川
由良川流域

日本海

中丹管内

丹後管内



○位置図、写真

⚫ 河積阻害を軽減し、流下能力を向上させるために河道の維持管理掘削を進めている。

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策事例
〈河道掘削〉 京都府 丹後広域振興局 建設部
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位置図 ＜維持掘削＞
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被害の軽減、早期復旧・復興のための対策事例
＜ため池ハザードマップの作成・周知＞ 京都府 丹後広域振興局 農林商工部

⚫ 丹後管内には、決壊時に住宅や公共施設等に被害を及ぼすおそれのある防災重点農業用ため池が、令和
３年度末時点で７２箇所存在します。

⚫ それぞれの防災重点農業用ため池について、万が一決壊した際の浸水想定区域図や避難経路及び避難所
を記載した「ため池ハザードマップ」の作成を順次実施しています。
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○ため池ハザードマップの作成手順○ため池ハザードマップ例

○ため池ハザードマップ作成状況
・令和２年度までに作成 ４３箇所
・令和３年度作成 １９箇所

対象ため池の諸元調査及び現地踏査

浸水想定区域の解析

ワークショップにより避難所・避難
経路及びハザードマップに記載する

べき情報の確認

ハザードマップ完成



被害の軽減、早期復旧・復興のための対策事例
＜ハザードマップの作成・普及＞ 京丹後市

○位置図、イメージ図（パースなど）、写真

⚫ 災害時における避難の促進、避難行動等を市民に周知するため、土砂災害・洪水・地震等に対応した各種マッ
プ作成し、市内全世帯への配布を行った。また、転入者等に対して適宜配布を行っている。

マップの他、マイタイムライン、気象情報の見方、
避難行動の方法、避難情報の種類、水位の程
度、非常用持ち出し袋の防災備蓄品等の紹介を
行っています。 5



被害の軽減、早期復旧・復興のための対策事例
＜マイタイムラインの作成推進＞ 京丹後市

⚫ 地域または家庭におけるタイムラインを作成し、危険区域からの早期避難やいざという時の避難所や避難経路
を再確認する。
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○市広報誌掲載
○区長会等での呼びかけ
○ワークショップの開催



被害の軽減、早期復旧・復興のための対策事例
＜地域と連携した訓練・研修＞ 京丹後市

⚫ 年１回地域や自主防災組織、防災関係機関等と連携を行い、自然災害を想定した各種訓練を実施、また災害時
の理念「自助」「共助」を推進する取組として地域防災リーダー研修で防災・減災につなげる。
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○避難情報、行動、避難所運営
訓練

○消防資機材の点検、使用訓練
○危険箇所パトロール
○地域防災力の向上のための講
演、研修

など



被害の軽減、早期復旧・復興のための対策事例
＜避難体制等の強化＞ 京丹後市

⚫ 風水害における土砂災害や洪水での避難を呼びかける避難情報の理解と積極的な活用をすすめるための周
知・広報を行っている。
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【主な広報媒体】
○市広報誌
○市ホームページ
○市ケーブルＴＶ



被害の軽減、早期復旧・復興のための対策事例
＜ため池ハザードマップの作成＞ 京丹後市

⚫ 京丹後市に存在する防災重点農業用ため池を対象に、万が一に備え被害想定区域等を表示した「ため池ハ
ザードマップ」の作成を実施

・京丹後市では、防災重
点ため池が59箇所存在
します。
・万が一ため池が決壊し
たときに備えて、被害想
定区域や避難場所等が
表示された「ため池ハ
ザードマップ」の作成を実
施しています。

○ハザードマップ作成状況

令和3年度：１池作成

■防災重点ため池ハザードマップ
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○河川の氾濫や内水などによる浸水被害発生時、現地において迅速かつ的確に排水作業
を行い、浸水被害の軽減や地域における早期の復旧活動を支援

○常設の排水施設がない河川等で機動的に湛水を排除

【対策内容】
・排水ポンプ車導入の検討
・出動要請の連絡体制の整備
・排水計画の策定、計画に基
づく排水訓練の実施

※排水ポンプ車４台(1台あたり排水能力30m3/min）で、府内一円に出動
※国、市所有の排水ポンプ車と連携

近畿地方整備局の排水ポンプ車稼働状況
（Ｈ３０年７月豪雨・福知山市荒河排水機場）

●

●

●
●

運用計画

Ｒ３年６月綾部市と合同訓練を実施

●：保管場所

被害の軽減、早期復旧・復興のための対策事例
＜排水ポンプ車＞ 京都府 建設交通部

H30年9月 土木事務所に排水ポンプ車を導入
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⚫ 府管理河川において、洪水時の水位観測に特化した危機管理型水位計を１２６箇所に設置し、また、機能を限定し
た低コストな簡易型河川監視カメラを７３箇所に設置し、府のホームページで住民への情報提供を行っています。

被害の軽減、早期復旧・復興のための対策事例
＜水位計・河川監視カメラ等の設置・情報提供＞ 京都府 建設交通部

危険水位

氾濫開始水位

観測開始水位超過

平常水位

現在までの水位

簡易型河川監視カメラ

危機管理型水位計


